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問合先 :調布市協働推進課
042-481-7036

初
め
て
の
避
難
勧
告

初
め
て
の
避
難
所
開
設

今
回
の
台
風
１９
号
で
は
、
調

布
市
が
昭
和
３５
年
に
市
制
が

施
行
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
の

避
難
勧
告
と
な
り
、
約
六
千

名
が
実
際
に
避
難
所

へ
避
難

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
地
区
協

で
は
、
昨
年

の

２
月
に
浸
水
害
対
策
出
前
講

座
を
開
催
し
た
ば
か
り
だ

っ

た
の
で
、
事
前

の
対
策
意
識

も
高
く
、
台
風
上
陸
前
日
の

Ｈ
日
に
役
員
が
緊
急
に
集
ま

り
、
そ
れ
ら
対
策

の
内
容
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し

て
、
注
意
や
情
報
を
収
集
す

る
よ
う
呼
び
か
け
、
状
況
に

よ

っ
て
は
布
田
南
部
自
治
会

館
を
対
策
本
部
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

実
際

の
市
か
ら
の
時
系
列

状
況
と
避
難
所
開
設
状
況
は

中
頁

の
表

の
通
り

で
す
が
、

午
後
三
時
以
降
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
全
く

つ
な
が
ら

な

い
状
況

に
な

っ
た
た
め
、

当
地
区
協

で
は
、
市

の
協
働

推
進
課
か
ら
避
難
所
開
設
の

最
新
情
報
を
電
話
連
絡
で
も

ら

い
、
そ
れ
を
逐
次
当
地
区

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
き
ま
し
た
。
普
段

一
桁

台
の
ア
ク
セ
ス
ユ
ー
ザ
ー
数

が

こ
の
時
は
百
を
超
え
、
伝

達
手
段
と
し
て
役
に
立

っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【桜
丘
睦
会
の
対
応
】

布

田
小
地
区
は
、
多
く
が

避
難
対
象
地
区
に
入

っ
て
お

り
、
特
に
多
摩
川
に
隣
接
す
る

桜
丘
睦
会

（多
摩
川
７
丁
目
、

門
博
良
男
会
長
）
で
は
、
役
員

が
‐２
日
午
後
四
時
半
ご
ろ
全
世

帯
を
回
り
避
難
勧
告
が
出
た
こ

と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
に
伝
え

て
対
応
の
確
認
を
行

っ
た
。
そ

の
結
果
、

３。
世
帯
が
親
戚
や
子

ど
も
の
家
な
ど

へ
自
主
避
難
、

自
宅
に
残
る
と
い
っ
た
の
が
１０

世
帯
、
さ
ら
に
１０
名
の
独
居
老

人
か
ら
の
避
難
要
望
を
確
認
し

た
。
午
後
五
時
半
ご
ろ
に
は
そ

の
１０
名
に
自
治
会
集
会
所
に
集

合
し
て
も
ら
い
、
３
回
に
分
け

て
車
で
避
難
所
に
ピ
ス
ト
ン
搬

送
を
行

っ
た
。
避
難
所
の
富
士

見
台
小

は
満

員

で
入

れ
ず

グ

リ
ー
ン
ホ
ー
ル
に
向
か

っ
た
が

満
員
で
さ
ら
に
た
づ
く
り

へ
移

動
し
た
。
午
後
七
時
半
に
１０
名

全
員
の
搬
送
を
完
了
し
た
。

【
二
面
に
続
く
】

【
二
面
に
続
く
】

lm以上冠水 した染地の桜堤通 り

避難所になつた富士見台小体育館

水が引いた後の多摩川大きな被害のでた染地地区

桜丘睦会の皆さん

「
マ
イ

・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
」

ス

マ
ホ

の
充
電
恙

れ

て
た
、

ど

の
カ
バ
ン
で
行
け
ば

い
い
か
、

え

っ
？
長
靴
は
ダ
メ
？

今
回
多
く
の
人
が
自
宅
か
ら
避

難
所
に
向
か
う
直
前
に
例
え
ば

こ
の
よ
う
な
細
か

い
事

に
気
づ

き
焦
り
な
ど
を
感
じ
た

の
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。

事
前

に
情
報
を
大
手
す

る
と

い
っ
て
も
①
天
気

（雨
　
台
風
）

の
情
報

②
河
川

の
情
報

③
避

難
所

の
情
報
と
が
あ
り
、
さ
ら

に
そ
れ
ぞ
れ
入
手
先
や
手
段
が

，理
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
防
災

グ

ッ
ズ
は
用
意
し
て
あ

っ
た
が
、

避
難

す

る
際

の
服
装
、
履
物
、

ま
た
豪
雨
の
中
を
歩
く
ま
で
は

頭
の
中

に
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら

い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

マ
イ
　
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
準

備
や
避
難
に
発
要
な
す
べ
て
の

こ
と
を
、
時
系

列

で
整

理
し
、

家
族
全
員
が
同
じ
行
動
規
律

で

安
全
に
避
難

で
き
る
よ
う
な
表

を
作
成
す
る
こ
と
で
す
。
先
日
、

「
逃
げ
キ
ッ
ド
」
と
い
う
そ
の
作

成
講
習
会

に
参
加
し
て
感
じ
た

の
は
、
す
べ
て
の
世
帯
や
家
族

で
こ
れ
を
作

る
た
め
に
話
合

い

を
持

つ
こ
と
が
、
防
災
対
策

の

基
礎
基
本
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

当
地
区
協
で
は
、
こ
れ
の
地
域

で
の
浸
透
を
図
り
、
日
ご

ろ
か

ら

の
防
災
意
識

の
啓
蒙
を
よ
り

推
し
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
愛
す
る
こ
の
地
域

へ

の
願

い
や
希
望
が
そ
こ
に
住
む

全
員

の
未
来

へ
の
光
と
な
る
よ

う
、
当
地
区
協

へ
の
ご
理
解

と

ご
協
力

の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

布
口
小
地
区
ハ
ッ
ピ
ー
タ
ウ
ン
協
議
会

会
長
　
依
口

耕
児

憮巫磯烙塚
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台
風
爵
号

こ
れ
ら
を
通
じ
て
両
手
が
開
く
帽

子
型
傘
と
防
雨
服
で
実
際
に
搬
送

を
行

っ
た
会
長

の
門
博
さ
ん
は
、

「過
去
に
経
験
の
な
い
大
変
さ
だ

っ

た
。
特
に
高
齢
者
が
風
雨
の
中
避

難
す
る
の
は
大
き
な
危
険
を
伴

い

難
し
い
判
断
が
必
要
だ

っ
た
。
」
と

話
て
く
れ
ま
し
た
。

【自
治
連
協
主
催
の
情
報
交
換
会
】

年
が

明
け

て
１
月

１５
日

（水
）

た
づ
く
り
で
、
自
治
連
協
主
催

の

多
摩
川
隣
接
自
治
会
の
情
報
交
換

会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
参
加
し

た
多
摩
川
流
域

１５
自
治
会
の
代
表

者
は
、
高
齢
者
は
風
雨
の
中

で
坂

な
ど
は
上
が
れ
な
い
、
府
中
市
の

よ
う
に
近
隣
の
小
中
学
校
を
含
め

て
公
共
施
設
機
関
は
す
べ
て
避
難

所
と
し
て
開
設
す
べ
き
、
や
は
り

早
目
の
判
断
で
避
難
す
る
の
が
大

事
、
浸
水
対
象
の
学
校
は
屋
上
に

防
災
倉
庫
を
設
置
す
べ
き
な
ど
、

約
２
時
間
に
わ
た

っ
て
意
見
や
要

望
を
話
し
合

っ
た
。

市
の
総
合
防
災
安
全
課
危
機
管

理
担
当
の
大
貫
貞
夫
部
長
は
、
市

と
し
て
も
過
去
に
経
験
の
な
い
重

要
事
項
な
の
で
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
年

■15:18 避難勧告発令

飛田給 3丁 目,上石原 3丁 目,

多摩り:11～ フ丁目,染地 1～ 3丁 目

■16:00 多摩川水位 :503m
(氾濫危険水位の4_9mを上回る)

・ 19100 多摩川水位 :600m
(計画高水位 :594m)

●22:50 多摩Jll水位 :633m(最高水位 )

(観測地点 :石原水位観測所)

【参考】平成19年の台鼠9号

多摩りII最高水位 1603m
■23:00 累計雨量 :256mm(調 布観測所)

■0:45 災害対策本部での協議

■0:45 避難勧告一部解除

飛田給 3丁 目・上石原 3丁 目 '

多摩川 1～ 7丁 目

■2:50 多摩川水位 :489m(石原水位観測所 )

(氾濫危険水位の49mを 下回る)

●5:20 多摩川水位 :429m(石原水位観測所 )

被害件数 :188世 帯 (10/31時点)

【内訳】床上浸水 121世 帯

床下浸水  58世 帯

その他    9世 帯
※「その他JIま雨漏りによる天丼裏の浸水など

※ 被害件数は′り災証明書受付後の調査状況に基づく

ものです。

※ 件数は今後の調査状況により′変1動する場合があり

染友自治会の皆さん (上 )

西友会の皆さんと (中 )

第五分団の皆さんと詰所で (下 )

両手が空 く帽子型傘を

着けた門博会長

多摩川隣接自治会の情報交換会で発表する

布田南部自治会の山本会長

爾自主退ヨ誰所開設     ※避情釧崚更する場合があります。

度
中
に
は
今
後
の
具
体
的
な
対
応

策
を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。
」
と
会
議

の
最
後

に
締
め
く
く

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

【当
地
区
協
の
対
応
】

普
段
か
ら
の

一
人

一
人
の
意
識

や
具
体
的
な
準
備
が
大
事
な

の

で
、
調
布
市
と
協
力
し
な
が
ら

「
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
講
習
会
や

説
明
会
を
開
催
し
各
家
庭
で
の
浸

透
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

【消
防
団
第
５
分
団
】

年
末
恒
例
の
地
域
の
パ
ト
ロ
ー

ル
に
同
行
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
１２
月
２８
日

（土
）
に

西
友
会

（布
田
四
丁
目
／
六
丁
目
）

の
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
、
同
じ
地
域

担
当
の
消
防
団
第
５
分
団
の
詰
所

に
立
ち
寄
り
、
布
田
六
丁
目
在
住

の
山
口
芳
明
分
団
長
に
少
し
お
聞

き
し
ま
し
た
。

消
防
団
は
年
末
ま
で
毎
日
パ
ト

ロ
ー
ル
が
あ
り
、
分
団
長
は
そ
の

詰
所
で
待
機
し
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

を
す
る
団
員
の
指
揮
を
と
る
そ
う

で
す
。
ま
た
分
団
を
卒
業
し
た
元

分
団
員
の
シ
エ
ア
の
方
も
毎
晩
入

れ
替
わ
り
で
差
し
入
れ
や
応
援
の

た
め
こ
の
詰
所
を
訪
れ
て
く
れ
る

そ
う
で
す
。
多
く
の
関
係
者
の
支

え
で
成
り
立

っ
て
い
ま
す
、
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

【白
山
宮
神
社
初
詣
】

今
年
も
の
べ
約
二
百
名
の
参
拝

者
が
あ
り
、
新
年
の
家
内
安
全
、

無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
強
風
の
た
め
、

か
が
り
火
を
焚
か
ず
、
電
気
で
対

応
し
ま
し
た
。
今
年
も
地
域
の
皆

さ
ん
の
ご
健
勝
を
願

っ
て
い
ま

す
。

栞避難所開設
開設日時 避難者数

彗三小学校

10/12

13:00 53

富二 小学 校 13:30

憲士見台小学校
力 j―シ未 ― ′じζ士・ノト｀ 15:15

16:30

雲ヽ台小学校 16:30 81

竜坂小学校 17:30 3:

一 小学 格 17:50

月布中学校 18:30 5(

k化会館たづくりくすのきホール 18■5 151

百原小学校 19,00

奎三 中学 縫 10/13 10:30 1

彙地地域福祉センター 10/15 1700

合計 約6,001

開設時刻 避難者数

彗士見地域福祉センター

10/12 8:45

約6(

栗大寺地域福祉センター 約12〔

人間地域福祉センター 約 7〔

簿野台地域福祉センター 約 6〔

下石原地域福祉センター 約12(

合計 約43【

元旦の初詣を実施する布田南部 自治会の皆さん



院
一Ｈ
７

病赫
ト アージ訓練

ハッピーこども食堂 料理長

ハッピーおとな料理教室 講師

わせて病院での受付を行い、

処置をするというトリアージ

訓練だった。病院は災害時に

は傷病者の処置が優先で避難

所にはならないが、日頃の地

域 との連携するいい機会なの

で、ご協力いただきなが ら続

‐ けていきたい、とのことです。

|:■ ■…■ ■■

匁 ミ
当地区協の新 しいこの事業

は、布田小に通 う若い世代の

保護者 と地域とのつながりを

目的として、7月 6日 (土 )

午前中に第 1回目が布田小家

庭科室で開催された。当日は

4名のお母さま方が参カロ、講

超本格シーフードピラフ (右上)

高級ホワイトソース (下 )

10月 24日 (木)に調布病

院の行った災害時の防災訓練

に傷病者役ボランティアとし

て地域から 10名 が参加した6

予め渡された首から提げる

カー ドには、それぞれの症状

が記載されていて、それに合

傷病に合わせて受付 (左上 )

訓練に参加 した皆さん (下 )

師の谷合先生の実演指導の ド、

本格的シー フー ドピラフを

作ったc年が明けて第 2回 目

(1月 11日 )は、小麦粉と牛

手しから作るホワイ トソースが

メニューで、最初から作るホ

ワイ トソースの滑らかな絶品

の味 に思 わず歓喜 の声 が上

がった。

台風 19号 の影響で 10月

12日 に予定されていた第 7回

が中止 とな り、同 じメニュー

内容で 12月 14日 に実施した。

暖冬のせいか青空に映えるイ

チョウの木葉もまだ美 しい中、

白山宮神社のイチョウの木 (左 上)

人気メニュー、キーマカレー (下 )

今
回
は
、

ハ
ッ
ピ
ー
こ
ど
も
食
堂
料
理
長
の
谷
合

誠
勝
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

料
理
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
き

っ
か
け
は
、
「調
理

専
門
学
校
を
卒
業
し
た
１９
才
の
時
に
開
催
さ
れ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
選
手
村
内
の
富
士
食
堂
に
調
理

の
実
習
生
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
が
第

一
歩
で
す
ね
。

柔
道
の
ヘ
ー
シ
ン
ク
選
手
や
マ
ラ
ソ
ン
の
ア
ベ
ベ
選

手
と

一
緒
に
撮

っ
た
写
真
は
、
良
い
記
念
で
す
。
」
と

谷
合
さ
ん
。
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
が
閉
幕
し
た
後
、
横
浜

の
シ
ル
ク
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
五
年
間
の
修
業

を
積
み
、

２５
才
の
時
に
は
池
袋
で
ご
自
分
の
レ
ス
ト

ラ
ン
を
開
業
し
た
。

二
十
年
間
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
を
続
け
た
後
、
レ
ス
ト

ラ
ン
の
敷
地
が
東
京
都
の
道
路
整
備
事
業
の
対
象
と

な
り
、
調
布
に
引

っ
越
し
て
来
た
の
と
共
に
、
少
し

自
由
に
な
る
時
間
を
持
ち
た
い
と
思
い
、
新
設
の
大

学
で
学
生
食
堂
の
料
理
長
に
転
じ
た
。
そ
の
後
、
府

中
の
わ
ら
し
こ
保
育
園
で
、
今
度
は
０
歳
児
か
ら
５

歳
ま
で
の
幼
児
期
の
食
事
の
調
理
を
担
当
。

谷
合
さ
ん
の
半
生
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
達
に
お

い
し
い
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
に
費
や
さ
れ
て
き
た

一ｍ
．

魏

咸

雛

鶴

醸

難

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
ど
も
食
堂
で
の
谷
合
さ
ん
の
重
要
な
役
割
は
、
事
前
に
レ
シ

ピ
を
公
開
し
、
こ
ど
も
達
の
好
み
や
食
材
の
調
達
方
法
、
更
に

は
百
名
分
以
上
の
食
事
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
が
、
時
間
内
に
デ
ザ
ー
ト
も
含
め
て
完
成
で
き
る
よ
う
な
段

取
り
ま
で
を
も
考
え
合
わ
せ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
作
る
こ
と
。

あ
る
時
、
谷
合
さ
ん
が

一
人
離
れ
て
食
事
を
し
て
い
た
小
学
高
学
年
く

ら
い
の
子
に
話
し
か
け
て
み
る
と
、
将
来
の
こ
と
で
ち
ょ
っ
と
悩
み
が

あ

っ
た
よ
う
で
、
思

っ
た
以
上
に
い
ろ
い
ろ
な
話
を
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
、
大
学
の
学
生
食
堂
時
代
に
も
頻
繁
に
あ

っ
た
そ
う
だ
。
「食
」
で
つ
な
が

っ
て
は
い
る
も
の
の
、
家
族

で
は
な
い
大
人
だ
か
ら
こ
そ
話
し
や
す
い
こ
と
も
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
く
れ
た
。

さ
ら
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
地
区
委
員
や
布
田

南
部
自
治
会
の
役
員
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
高
い

関
心
が
あ
り
、
子
ど
も
の
食
育
や
高
齢
者
の
食
事
な
ど
、
「食
」

を
起
点
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
、
積
み
重
ね
た
自

身
の
特
徴
を
発
揮
で
き
る
、
と
い
う
強
い
信
念
を
感
じ
た
。

「続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
」
、
こ
れ
が
谷
合
さ
ん
が
話
し
て
く

れ
た
最
も
印
象
的
な
言
葉
で
し
た
。
　

　

（文

・
藤
田
秀
雄
）

谷合誠勝さん
(た にあい まさかつ)

～布田 5丁目在住 ～

90名を超える子どもたちが来

場した。キーマカレーは人気

メニューのため多めに作った

が、お替 りする子どもも多く

すべて完食となった。次回は、

2月 8日 、3月 14日 の予定。手作り自家製ホワイ トソース

の作り方を実演中

轟隆鶉彗|を も餐‡趾



おっもろ―に参加 した皆さん

布田南部自治会では、年が

改まった 1月 6日 に自山宮

神社の東と南の道路に向かっ

て三カ所の防犯カメラを設置

した。通学路の安全確保 と不

審者情報への対策 として、調

布市の防犯設備整備事業補助

金を利用した。業務用にも使

用が耐えられる高度なシステ

通りに向かつて 2カ 所に

カメラを設置

ムで、いざという際の有効

性が高い。当自治会では、「機

械だけに頼らず、お互いで

声をかけ合 うアナログの防

犯安全活動も大事にしてい

きたいJと のことです。

システムは自治会館内で作動

初出演、

調布市教育委 員会 では、

学校 と地域等が連携 して行

う登下校時の見守 り活動を

補完するとともに、犯罪等

を抑止 し、子 どもたちが安

全 。安心に通学することを

目的として、平成 27年度か

ら市立小学校の通学路を撮

影する防犯カメラの整備を

進めています。

12月 末現在、小学校の通

学路 (公道上 )の電柱に、各

校 5台ずつ、市内合計 100

台の防犯カメラが稼働中で

す。併せて「啓発用巻き看板」

当日は秋の青空に恵 まれ、

多 くの参加者 と来場者 で賑
わった。毎年、射的遊びを出

店する布田南部自治会の有志
の皆さんは、普段お目にかか

れない昔あそびの射的で楽 し

む子 どもたちの対応に大忙 し

でした。

また、演奏出し物の部では、
この地域内のオカリナ演奏の

有志グループが初出演。普段
の練習の成果を披露、長友調

布市長も熱心に聞きいってい

た。
主催者の調布市社会福祉協

議会 は、回を重 ね る ごとに

年々盛況になってくるこの催
しを、今後も地域のつなが り

をつ くる一つの場 として続け
ていきたい、とのことでした。

も設置しています。

今後 も防犯カメラを整備す

ることで、通学路における児

童の安全確保をよリー層高め

ていきます。同時にプライバ

シーに配慮した適正な管理に

努めていくそうです。

実際の画像は,各学校内な

どで見ることはできず、SD
カー ドに記録 し,犯罪発生時

に市が警察に提供、専用ソフ

トでのみ再生が可能となるそ

うで、実際に写している画像

を一般に見ることはできない

そうです。

薇鸞ぽ1麟管ぶネッ評

布田小に通 う児童の父親同

志のネットワーク「布田小お

やじネット」は、今夏も 8月

19日からの 1週間、恒例の

ラジオ体操を実施 した。朝早

くから大勢の子 どもや近 くの

住民の皆さんが参加し、元気

な姿 を見 せ てい た。また、

11月 30日 には、学校校庭

にて、飯合 しながらアウ トド

ア活動 を体験す る「お もっ

ろ―飯盆炊飯」が快晴の天気

の もと行 われた。手づ くり

バームクーヘン、ソーセージ、

カレーライスなど、楽 しくお

いしくできました。来年も楽

しみです |

晰

髯

又 布田わ くわ 〈ひろばまつリ
2019年 10月 27日  こころの健康支援センター

鸞 地域内の防りEカ メラ設置状況 一彦
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教
育
委
員
会
設
置
）
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白
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部
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重

ノ」ヽ
周
辺

啓発用巻き看板  3月 末までに更に

はTM琲  91‐亨電漏賀仄予
定

布田小地区ハッピータウン協議会

ホームページ

https://happy― usako.jp

スマホ対応で見やすくなりました

十数年前に子供 と遊びに行って

いた公園に、すべ り台やブランコ

等が取 り払 われ殺風景 な公 園に

なっていて、子連れの姿を見つけ

られませんでした。親子で集まり、

自然 と友達 の輪が広 がる場所 が

減 って しまっていることを知 り、

人 との繋が りの場が減ってお り寂

しさを感じました。 (林田紀子)

|,       |)

晩秋から冬型の気圧配置に変わ

る時、北寄 りの強風を木枯らしと

言うが、 12月 15日 に都心でも

規定値の風速 8m/sを超えた。木

枯しは 11月 末までに吹く風なの

で幻となり、観測史上初の 2年連

続で木枯し 1号がなかった。昨今

の自然災害も地球温暖化か l

(新津敏男)
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射的の布田南部自治会の皆さん

おそろいの丁シャツで

オカリナ演奏

西正門のカメラ
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